新宿区登録手話通訳者選考試験　出題傾向について
1. 筆記試験
　社会福祉（障害一般、法律等）に関すること、新宿区に関すること、手話通訳の知識に関すること等
・〇×問題　５問
・記述問題　５問
・語群選択問題　１０問
【令和６年度出題例】
・〇×問題
旧優生保護法について、最高裁判所は2024（令和6）年7月3日に、同法を違憲とする判決を言い渡した。
・記述問題
新宿区の手話通訳者派遣制度では、新宿区登録手話通訳者の派遣を月（　　　）時間まで無料で利用できる。
・語群選択問題
デフリンピックに出場するには、補聴器などを外した状態できこえる最も小さな音が（　　）を超えており、各国のろう者スポーツ協会に登録されているほか、記録などの条件を満たしている必要がある。

2. 手話の読み取り
手話を読み取り、内容を全文書き取る。
新宿区オリジナル問題　２題
【令和６年度出題例】
・「大谷選手は凄い」

3. 手話表現
　音声を聞き取り、内容を手話で表現する。
新宿区オリジナル問題　２題
【令和６年度出題例】
・「町の本屋さん」　音声約２分

4. 面接試験
